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  日韓発掘調査交流に参加して
2019年５月15日から６月30日まで、日韓発掘調査
交流事業により、韓国の国立慶州文化財研究所に滞
在し、発掘調査に参加しました。この事業は2005年
より始まり、今年で15年目を迎えます。
今回私は、世界文化遺産「慶州歴史地域」の構成
要素である、月城地区の垓

ヘ��ジャ

子と呼ばれる濠状遺構の
西端、１号垓子の調査と、同じく世界文化遺産の構
成要素である、皇龍寺址の調査に参加しました。こ
れまで日本からの研究員は秋から冬の季節に参加す
ることが多かったのですが、今回は春の参加となり
ました。この季節の慶州は様々な花が咲き誇り、ま
た、大変過ごしやすい気温で、非常に快適な滞在生
活を送ることができました。まさにベストシーズン
と呼ぶべき季節です。
１号垓子の調査ではトレンチ（試掘溝）の壁の詳

細な土層観察から、垓子の構造や変遷について、ま
た、皇龍寺址では高麗時代の礎石等の遺構を保存し
つつ、その下層に存在する統一新羅時代や三国時代
の遺構について検討するため、隙間を縫って設定さ
れたトレンチから得られるわずかな痕跡について、
現場の研究員の方々と熱く議論することができまし
た。拙い語学力でしたが、時に辞書を引き、時にス
ケッチを描く等して意思疎通に努め、韓国の研究者
の方々もそれに忍耐強く付き合ってくださったこと
で大変有意義な議論をすることができました。
ほかにも、滞在中には瓦の調査や、山の中に数多
く存在する仏教遺跡の踏査も実施し、その際にも多
くの韓国の研究者の方々に大変お世話になりました。
この場を借りてあらためて御礼申し上げたいと思い
ます。秋には韓国の研究員が来日する予定です。こ
の発掘調査交流がさらに発展することを願っていま
す。　　　　　　��　（都城発掘調査部　清野�陽一）

皇龍寺址での発掘調査風景（中央が筆者）
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